
令和５年度 教育長の重点事項 
                            令和５年４月１日 教育長 

 

 
 
 
  

 

１ 「学びの変革」を更に加速させるための取組の推進 

(1)  小中学校における「主体的な学び」を促すカリキュラムや，高等学校における学科等の特色を生かしたカ

リキュラムの開発などに取り組み，カリキュラムの質的向上を推進 

(2)  生徒の資質・能力の定着状況を客観的に評価する手法を研究し，資質・能力の評価方法を充実 

(3)  教員の「本質的な問い」を設定する力やファシリテートする力，教育活動全体をデザインする力，デジタ

ル技術を活用した授業スキルなどをすべての教員が身に着けられるよう，教員の資質・能力や専門性の向上

に向けた取組を着実に推進 

(4)  英語を使ってコミュニケーションを図る機会の充実や，「話すこと」に関する調査を実施するなど，グロー

バルマインドの涵養を図る教育環境を整備 
 

２ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

(1)  児童生徒一人一人の学習進度や能力，関心等に応じた多様な学びの選択肢の提供 

(2)  ＳＳＲの市町での自走支援，「ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”」の継続運営等により，不登校等児童生徒の居場所づく

りをより一層推進 
 

３ コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

県内全ての市町立学校及び県立学校におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と地域学校協

働活動の一体的推進により，「社会に開かれた教育課程」の実現を目指すとともに，家庭・学校・地域が三位一

体となり教育を推進 
 

４ 新たな公立高等学校入学者選抜制度の定着・改善 

令和４年度から実施している新たな公立高等学校入学者選抜制度の定着・改善に向けた取組を推進 
 
５ 乳幼児期における質の高い教育・保育の推進 

(1)  乳幼児期の教育・保育の質の向上に向けた取組を推進 

(2)  小学校へ入学した子供の新しい学校生活への円滑な移行を支援するため，幼保小連携・接続を充実・強化 
 

６ 学びのセーフティネットの構築 
家庭の経済的事情等にかかわらず，全ての子供の能力と可能性を最大限高められる教育を推進 

 

７ 特別支援教育の充実 

(1)  小中学校における特別支援学級を含むすべての学級の授業改善の推進及び特別支援教育に係る研修の充実 

(2)  在籍者数の増加に対応した教室等の整備を着実に推進することに加え，医療的ケア児への通学支援の試行

実施を踏まえ，支援の在り方を検討 
 

８ 地域の特性や社会のニーズに対応した魅力的で特色ある県立高校づくりの推進 

「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画」の推進及び次期計画の検討 
  

９ 教職員の力を最大限に発揮できる環境の整備 

働き方改革の推進に加え，教職員一人一人が持っている力を最大限に発揮し，自由闊達な雰囲気の中で生き

生きと教育活動に取り組むことのできる環境の整備 
 

10 学校における安全・安心の確保 

～多様な学びの機会と場（教育のチョイス）を創出し， 

                 すべての子供が右肩上がりに成長～ 

 
【目標】広島で学んで良かったと思える 

広島で学んでみたいと思われる 日本一の教育県の実現 


